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＜連絡事項＞
・本日、終日栄養士不在です。食事については、厨房へ直接連絡お願いします。

＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・山崎　要四郎様：東病棟Ｃユニット5号室→南病棟Ａユニット119号室
【ユニット移動】
・和田　昌様～東病棟Ｂユニット3号室→東病棟Ａユニット13号室
・中村　聡様～東病棟Ａユニット13号室→東病棟Ｂユニット3号室
【部屋移動】
・安達　貴浩様～東病棟Ｂユニット3号室→東病棟Ｂユニット2号室
・和田　昌様～東Bユニット3号室→東Aユニット13号室
・中村　聡様～東Aユニット13号室→東Bユニット3号室
【入院】
・玉懸　のぶ様：東病棟Ｂユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・三田　彩美弓様～毎週水曜、スタッフにて体重管理を希望。本人には体重は知らせないでほしいとのこと。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放時他者の私物を持ちさる等の迷惑行為有り時間前に開放観察終了している。排泄物を弄る等の不潔行為あるが異食行為には至らず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。朝食、昼食共に拒食。昼食後本院希望でロキソプロフェンNa（60）1T、レボトミン（50）1T内服。また私物整理、買い物希望聞かれ落ち着かない様子有り本人希望で14：00レボトミン（25）1A筋注希望あり。自傷行為無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・古田　真様～身体拘束中。拘束帯を解除して欲しいとジェスチャーを交え訴え有り。昼食後ベット上で多動さ、感情失禁見られ不安時ジアゼパム5㎎錠　1T内服している。内服後自傷行為、不穏さ無く臥床し過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・佐々木　章洋様～歯痛訴えきかれ疼痛時カロナール（200）3T内服している。その後も疼痛を理由に不穏時リスパダール（0.5）1P、ロラゼパム（0.5）1T希望有り。やや薬剤に依存的な様子見られている。

・宮古　克弘様～奇声、大声をあげる、他者を威嚇するような行為無く過ごしている

・大橋　ミサ様～妄想に左右された発言、それに伴う帰宅要求見られ詰所ドアを激しく叩く等不穏さ著明10：10リスパダール（0.5）1P内服。その後不穏さ無し。

・足澤　きく様～帰宅要求、その他不穏さ無く過ごしている。

・古川　貞二様～朝食時むせ込みあり。昼食は自らお茶を希望しむせ込みなく摂取するが、食事は拒否あり。発語多く疎通とれているが、時々大声を出し体動活発に見られている。

・木村　美智子様～バイタルサインの異常無し。適宜吸引し白色痰除去している。四肢の浮腫やや増強あり。

・神　ツエ様～各食自力で1/3摂取。むせ込みやバイタルサインの異常無し。点滴に対し不満の訴えあり。不調の訴えや不穏さは無く過ごしている。

・鳥谷部　寛之様～他者交流見られ、手指振戦あるが飲酒に関連した言動や不調の訴え無く過ごしている。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・河原木　泰志様～定期薬処方変更なし。

・藤井　崇史様～定期薬処方変更なし。

[bookmark: _GoBack]・和田　昌様～ハロペリドール本日夕より増量となる。また、来週定期よりセンノシド3T→2Tへ減量

＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和3年4月23日　10:01
　氏　　名：玉懸　のぶ様
　生年月日：昭和25年3月18日　71歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症　
　合 併 症：右人工骨頭置換術後
　性　　別：女性
　主治医　：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　R1.6.27当院初診しアルツハイマー型認知症と診断され、抗認知症薬処方開始される。R1.8三戸病院メンタルヘルス科に転医となる。その後、R2.5.1夜19時に田子町ローソンへ買い物に行き、帰り道が分からなくなり徘徊、右股関節痛が出現し歩行困難となり、路上に座り込んでいたところを通行人は発見し救急要請・搬送となったが、本人は転倒の覚えがないとのこと。精査の結果、右大腿骨頚部骨折・右恥骨骨折の診断あり、5.11南部病院へ転院し人工骨置換術実施し杖歩行可能なレベルとなり、6.23.三戸中央病院へ転院となる。5.2のＣＴで膣異物を疑う所見があり、5.7診察したところ異物と判断しプラスチック製の黄緑のキャップを除去している。南部病院に入院中も手の届く範囲にあるものを膣内に押し込もうとする行為が見られていた。手術部・骨折部の
疼痛は鎮痛薬なしでもコントロール可能であり、内科的疾患もないことから、当院へ転院の依頼があったが、GH「けやき荘」入居が決まった為、同年8.7福原医院へ転医となる。R3.3頃より土地・家屋の事を気にすることや帰宅欲求が認められ、制止するスタッフの手を興奮して振り払う行動が出現。後見人が面談しても内容を直ぐに忘れ同行為を繰り返すため施設職員の対応困難となっている。福原医院へ相談のうえ、当院へ入院治療の希望あり本日当院受診。精神・薬物療法にて症状の改善を目的として、10：01東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。

ＣＳセット：Ｂプラン　オムツ②
買い物：売店5000円/月以内
義歯：上下あり
要介護３　施設退院検討
主援助者：後見人　兵藤氏
